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命題 (命題 11.16)
X：集合；{S(λ)}λ∈Λ：X の部分集合の族．
I S(λ) には整列順序 5λ が存在する．
I λ, µ ∈ Λ に対して (S(λ),5λ)，(S(µ),5µ) は一方が他方の切
片に順序集合として一致する．

I S :=
⋃
λ∈Λ

S(λ)

⇒
S の整列順序 � で次を満たすものが唯一つ存在する：
I S(λ) 6= S ⇒ S(λ) は S の切片．

位相空間論第二（講義） 整列定理 2024/07/02 2 / 5



ツォルンの補題の言い換え

定理 (ツォルンの補題；定理 11.1)
X：帰納的順序集合；x0 ∈ X

⇒ X の極大元 m で x0 5 m となるものが存在する

定理 (定理 12.2)
次の 2つはそれぞれツォルンの補題と同値である：

(a). P ⊂ 2X が有限的な性質，かつ P 6= ∅
⇒ 包含関係について極大な M ∈ P が存在

(b). (X,5)：順序集合
⇒ 包含関係に関する X の極大な全順序部分集合 M が存在
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整列定理

定理 (定理 12.6)
任意の集合 X 上に整列順序が存在する．
I W = {(S,5); S ⊂ X，5 は S の整列順序}
I (S1,51) � (S2,52) ⇔ S1 = S2 または S1 = (S2)a

I V：W の包含関係に関する極大全部分集合．
V :=

⋃
S∈V

S
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整列定理と選択公理

系 (系 12.7)
選択公理，ツォルンの補題，整列定理は同値．

時 分 に再開します．
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